
　
令
和
６
年
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
ご
家
族
お
揃
い
で
新
し
い
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
よ
り
世
界
中
の
人
々
に
脅
威

を
も
た
ら
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
昨
年
５
月
に
感
染
症
法
上
の
２
類
か

ら
５
類
へ
と
変
わ
り
、
全
国
的
に
も
コ
ロ

ナ
以
前
の
行
政
運
営
へ
と
動
き
だ
す
こ
と

が
で
き
た
令
和
５
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

対
応
す
る
た
め
、
令
和
３
年
４
月
27
日
か

ら
現
在
ま
で
、
埼
玉
医
科
大
学
病
院
と
医

師
会
他
、
町
内
医
療
機
関
の
ご
協
力
に
よ

新年のご挨拶

毛呂山町長  井上 健次

社
会
で
の
「
介
護
予
防
」
へ
の
体
制
を
整

え
る
取
組
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
実
施
事
業
と
し
て
、
埼

玉
医
科
大
学
グ
ル
ー
プ
の
協
力
に
よ
る
健

幸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
に
10
か
所
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
を
設
置
、
町
内
の
公
園
へ
の

健
康
遊
具
の
設
置
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
東
武
越
生
線
の
川
角
駅
で
す
が
、
駅
舎

南
側
に
「
学
園
口
」
と
い
う
新
し
い
改
札

口
が
設
置
さ
れ
、
令
和
５
年
11
月
17
日
の

初
列
車
よ
り
使
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

●
川
角
駅
周
辺
整
備
に
大
き
な
一
歩

　
南
側
「
学
園
口
改
札
」
完
成

　
川
角
駅
の
南
側
に
は
、
城
西
大
学
、
明

海
大
学
、
日
本
医
療
科
学
大
学
の
３
大
学

が
あ
り
、
今
ま
で
朝
の
通
学
時
間
に
は
一

つ
し
か
な
い
東
口
改
札
を
、
大
勢
の
学
生

が
踏
切
を
通
過
す
る
た
め
、
非
常
に
危
険

な
状
況
で
し
た
。

　
今
回
、
既
存
の
改
札
口
を
閉
鎖
す
る
こ

と
な
く
、
新
た
に
学
園
口
改
札
を
増
設
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
危
険
な
状
態
が
大
き
く

改
善
さ
れ
、
併
せ
て
学
生
の
多
く
が
町
道

を
分
散
し
て
使
う
こ
と
で
、
下
川
原
地
区

で
長
く
懸け

ん
案あ

ん
と
な
っ
て
い
た
生
活
道
路
に

お
け
る
混
雑
も
緩
和
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
学
園
口
改
札
に
つ
き
ま
し
て

は
、
東
武
鉄
道
と
城
西
大
学
が
協
定
を
結

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
城
西
大
学
が
工
事
費

を
負
担
し
、
町
か
ら
の
費
用
負
担
が
発
生

し
な
い
形
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
南
側
の
駅
前
広
場
お
よ
び
ア

ク
セ
ス
道
に
つ
い
て
整
備
を
進
め
る
所
存

で
す
が
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
全
身
全
霊
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
毛
呂
山
町
に
は
、
数
年
前
か
ら
企
業
進

出
が
続
い
て
お
り
、
令
和
５
年
に
は
東
部

地
区
に
お
い
て
リ
ネ
ン
企
業
の
「
㈱
ト
ー

カ
イ
」
が
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
東
部
地
区
に
進
出
し
た
オ

リ
ッ
ク
ス
不
動
産
㈱
の
物
流
倉
庫
で
は
、

「
角
田
無
線
電
機
㈱
」
が
操
業
を
開
始

し
、
同
じ
く
第
二
東
部
地
区
に
冷
凍
倉
庫

●
進
出
企
業
が
順
調
に
操
業
開
始

わたしたちのまちは、歴史が香る緑豊かなまちです。
この緑豊かなまちで、健康で生き生きと、心豊かに人生を送るこ
とがわたしたちの願いです。
わたしたち一人ひとりが協力して、健康で幸せに暮らせるまちを
目指し、毛呂山町を健幸づくりのまちとすることを宣言します。
　１　緑豊かな自然を感じて、歩くことを楽しみます
　２　健康的な食生活により、元気な身体を保ちます
　３　自分を大切に、心と身体を休め、笑顔で生活します
　４　社会活動に参加し、世代を超えた人と人との絆を深めます

毛呂山町健幸づくりのまち宣言

り
、
集
団
接
種
お
よ
び
個
別
接
種
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
本
町
が
「
医
療
と
福

祉
の
町
」
と
言
わ
れ
る
と
お
り
、
医
療
機

関
と
町
と
の
連
携
は
元
よ
り
、
多
く
の
町

民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜

た
ま
も
ので

あ

り
、
町
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
心
よ
り
御

礼
を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
落
ち
込
ん
だ

地
域
経
済
と
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
令

和
5
年
度
で
は
、
子
ど
も
医
療
費
支
給
対

象
者
を
15
歳
か
ら
18
歳
へ
の
年
齢
拡
大
を

は
じ
め
と
し
て
、
保
育
所
等
給
食
副
食
費

の
半
額
補
助
、
小
中
学
校
給
食
費
の
半
額

補
助
、
農
業
生
産
者
支
援
事
業
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
、
高
齢
者

に
対
す
る
商
品
券
配
布
事
業
な
ど
幅
広
い

支
援
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
毛
呂
山
町
で
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

世
代
や
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
健
康

で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す
と
と

も
に
、
そ
の
理
念
を
町
全
体
で
共
有
す
る

た
め
に
、
令
和
５
年
３
月
27
日
に
「
健
幸

づ
く
り
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
健
幸
づ
く
り
の
ま
ち
宣
言
」
を
具
現

化
す
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
協
力
体
制
と
同
様
に
、
本
町
の
強

み
で
も
あ
る
埼
玉
医
科
大
学
グ
ル
ー
プ
と

の
連
携
を
強
化
し
、
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢

●「
健
幸
づ
く
り
の
ま
ち
宣
言
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
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令和５年の出来事

１月
・埼玉医科大学グループ男子駅伝部がニューイヤー駅伝

に出場する
・毛呂山町で婚活イベントが開催される

２月
・鎌倉街道上道国史跡指定 感謝の会が行われる

３月
・桂木展望台に双眼望遠鏡が設置される
・「毛呂山町健幸づくりのまち宣言」を行う

４月
・ウクライナ支援チャリティーコンサートが行われる
・毛呂山町長選挙および毛呂山町議会議員一般選挙が行

われる

５月
・井上町長が４期目初登庁をする

６月
・歩こうよ！もろやま健幸ウォーキング事業が開始する
・もろやま健幸ウォーキングマップを作成する

７月
・瀬戸大也選手が世界水泳選手権で銅メダルを獲得する
・町公式LINEがリニューアルされる
・井上町長が関東町村会長に選任される

８月
・子どもタウンミーティングが初めて開催される

９月
・第22回防災訓練が４年ぶりに行われる
・川角小学校創立150周年式典が行われる

10月
・町民レクリエーション大会がリニューアルし、スポー

ツフェスタもろやまとして初開催される
・清水怜修さん（毛呂山中３年）がJOCジュニアオリ

ンピックカップU16走高跳で優勝する
・レインボーまつりがイオンタウン毛呂山で開催される
・友情都市木城町が町制施行50周年を迎える

11月
・秋の流鏑馬が４年ぶりに通常開催される
・鎌倉街道上道シンポジウムが行われる
・東武越生線川角駅の学園口改札が開設される
・産業まつりが４年ぶりに通常開催される
・ゆずの里ウォークWeekが開催される

12月
・ゆず採り体験ボランティアが行われる

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

っ
て
３
年
間
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。

　
第
56
回
と
な
る
町
レ
ク
開
催
に
対
し
て

は
、
３
年
と
い
う
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
各

行
政
区
の
役
員
の
負
担
は
計
り
知
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
町
レ
ク
実
行
委
員
会
に
お
い

て
検
討
し
た
結
果
、「
新
し
い
自
由
参
加

型
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め

る
フ
ェ
ス
タ
（
お
祭
り
）
が
望
ま
し
い
」

と
な
り
、「
健
幸
づ
く
り
の
ま
ち
宣
言
記

念
事
業　

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
も
ろ
や

ま
」
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
早
朝
に
雨
が
降
り
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
天
候
が
回

復
し
、
協
力
を
い
た
だ
い
た
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
や
物
販
店
31
店
舗
に
駆
け
つ
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
講
習
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

体
験
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ヨ
ガ
体
験

教
室
な
ど
、
多
く
の
来
場
者
に
楽
し
く
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
来
場
者
数
に
あ
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
前
の

令
和
元
年
の
町
レ
ク
の
参
加
者
数
が
約

３
１
０
０
人
に
対
し
て
、
今
回
の
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
タ
も
ろ
や
ま
で
の
来
場
者
数
が

約
３
５
０
０
人
と
の
報
告
を
受
け
、
次
第

に
希
薄
と
な
っ
て
き
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
、
さ
ら

に
検
討
を
重
ね
な
が
ら
「
健
幸
づ
く
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
を
併
せ
持
つ
大

会
に
育
て
て
参
る
所
存
で
す
。

　

　
令
和
６
年
は
、
昭
和
30
年
に
旧
毛
呂
山

町
と
川
角
村
が
合
併
し
て
70
年
目
を
迎
え

る
前
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
度

に
お
い
て
は
合
併
70
周
年
を
記
念
す
る
事

業
を
計
画
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
広
報
も
ろ
や
ま
」
も
、
お
か

げ
さ
ま
で
今
月
号
が
１
０
０
０
号
と
記
念

と
な
る
発
刊
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
「
町
民
皆
様
と
町
を

結
ぶ
情
報
紙
」
と
し
て
努
め
て
参
る
所
存

で
す
。

　
結
び
に
、
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
令
和
６
年

の
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

「
㈱
Ｙ　
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
」
の
建
設

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

飯
能
・
寄
居
線
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
南
部
地

区
で
は
「
入
間
開
発
特
定
目
的
会
社
」
に

よ
る
物
流
倉
庫
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
、
令
和
６
年
３
月
の
完
成
を
目
指

す
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
数
社
の
企
業
か
ら
毛

呂
山
町
に
進
出
し
た
い
旨
の
話
が
来
て
お

り
、
今
後
も
雇
用
の
創
出
と
税
収
確
保
の

た
め
に
企
業
誘
致
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　
50
年
以
上
に
わ
た
り
毛
呂
山
町
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
一
役
を
担
っ
て
い
た

町
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
す
が
、

●
町
レ
ク
か
ら
新
し
く
「
ス
ポ
ー
ツ

　
フ
ェ
ス
タ
も
ろ
や
ま
」
へ
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